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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 34 号 （2019 年 7 月）

よすみちゃん

第34号

★
夏
季
企
画
展

　

今
か
ら
約
３
５
０
年
前
の
１
６
６
５

（
寛
文
５
）年
、
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東

の
命

い
の
ち
ぬ
し
の
や
し
ろ

主
社
境
内
か
ら
銅ど
う
か戈
と
勾ま
が
た
ま玉
が
出

土
し
ま
し
た
。
出
雲
大
社
の
神
職
で

あ
っ
た
佐さ

く
さ
よ
り
き
よ

草
自
清
は
『
寛
文
御
造
営
日

記
』
に
、
大
社
の
遷
宮
の
た
め
の
石
材

を
切
り
出
し
た
際
「
鉾ほ

こ

」
と
「
青せ
い
ぎ
ょ
く玉
」

が
み
つ
か
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
出
雲
に
お
け
る
遺
跡
発
見
の
最
も

古
い
記
録
で
す
。

　

１
８
２
６（
文
政
９
）年
に
は
、
出
雲

市
今
市
町
の
大
念
寺
に
お
い
て
古
墳
の

石
室
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
描
か

れ
た
絵
図
か
ら
は
、
す
で
に
失
わ
れ
た

出
土
品
の
様
子
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

明
治
・
大
正
時
代
に
は
、
近
代
化
が

進
む
と
と
も
に
、
多
く
の
遺
跡
が
発
見

さ
れ
ま
す
。
１
８
８
７（
明
治
20
）年
に

発
見
さ
れ
た
上
塩
冶
築
山
古
墳
か
ら

は
、豊
富
な
副
葬
品
が
出
土
し
ま
し
た
。

日
本
の
古
墳
研
究
者
の
先
駆
け
と
い
わ

れ
る
英
国
人
技
師
Ｗ
・
ガ
ウ
ラ
ン
ド
も

島
根
を
訪
れ
、
古
墳
や
出
土
品
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
科
学
的

７
月
13
日（
土
）～
９
月
30
日（
月
）

に
歴
史
を
解
き
明
か
そ
う
と
い
う
流
れ

の
中
で
、
島
根
県
内
に
も
多
く
の
考
古

学
団
体
が
結
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
大
学

や
高
校
に
よ
る
発
掘
調
査
も
各
地
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

経
済
成
長
が
進
む
と
、
開
発
に
伴
う

発
掘
調
査
も
相
次
ぎ
、
出
雲
市
内
で
も

数
多
く
の
遺
跡
が
み
つ
か
り
ま
す
。
中

で
も
１
９
８
４（
昭
和
59
）年
、
荒
神
谷

遺
跡
に
お
い
て
当
時
の
全
国
の
出
土
総

数
を
上
回
る
３
５
８
本
の
銅
剣
が
出

土
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
銅ど

う
た
く鐸
６
個
と
銅

矛
16
本
が
出
土
し
、
日
本
中
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

平
成
に
入
る
と
、
１
９
９
６（
平
成

８
）年
に
雲
南
市
の
加
茂
岩
倉
遺
跡
で

39
個
の
銅
鐸
が
出
土
し
、
出
雲
は
青
銅

器
大
国
と
し
て
、
再
び
脚
光
を
浴
び
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
２
０
０
０（
平
成

12
）年
に
は
、
出
雲
大
社
境
内
遺
跡
で

三
本
の
巨
木
を
束
ね
た
柱
が
出
土
し
ま

し
た
。
分
析
の
結
果
、
出
土
し
た
柱
は

鎌
倉
時
代
の
本
殿
の
も
の
と
判
明
し
ま

し
た
が
、
伝
承
で
し
か
な
か
っ
た
古
代

の
高
層
本
殿
の
存
在
が
現
実
味
を
帯
び

る
発
見
で
し
た
。

　

ま
た
近
年
で
も
、
出
雲
市
内
の
道
路

整
備
や
斐
伊
川
放
水
路
の
工
事
な
ど
に

先
立
つ
調
査
で
、
貴
重
な
遺
跡
が
数
多

く
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
、
令
和
と
い
う
新
た
な
時

代
を
迎
え
ま
し
た
。
時
代
の
節
目
を
迎

え
た
今
回
の
企
画
展
で
は
、
出
雲
市
内

の
遺
跡
発
見
の
歴
史
を
、
発
見
時
の
記

録
や
出
土
品
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。

（
石
橋 

紘
二
）

【
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

「
雲
州
遺
跡
発
見
伝

～
遺
跡
調
査
の
い
ま
・
む
か
し
～
」

日
時　

９
月
14
日（
土
）13
～
16
時

内
容　

　

○
基
調
報
告　

　
「
出
雲
平
野
の
発
掘
史

～
戦
後
か
ら
荒
神
谷
発
見
ま
で
～
」

　
　
　
　
　
　

講
師　

西
尾 

克
己 

氏

　
「
荒
神
谷
発
見
以
後
の

　
　
　

文
化
財
保
護
活
用
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　

講
師　

平
野 

芳
英 

氏

　
「
出
雲
の
近
代
化
と
遺
跡
発
見

―
長
谷
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
紹
介
―
」

　
　
　
　
　
　

講
師　

花
谷　

浩

　

○
座
談
会

「
出
雲
の
発
掘
３
５
０
年
史

―
江
戸
～
平
成 

発
見
の
歴
史
―
」

発見直後の国富中村古墳
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「
出
雲
の
赤
―
縄
文
・
弥
生
時
代
編
」

「
没
後
１
８
０
年　

西
山
砂
保

ー
出
雲
の
近
代
医
学
の
先
駆
け
ー（
仮
）」

「
い
つ
ま
で
も
戦
後
で

あ
り
た
い
２
０
１
９
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
Ⅰ

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
Ⅱ

★
ス
ポ
ッ
ト
展

　

今
回
の
展
示
は
、出
雲
市
内
の
縄
文
・

弥
生
時
代
の
出
土
品
を
中
心
に
、
当
時

の
人
た
ち
が
「
赤
」（
赤
色
顔
料
）を
ど

の
よ
う
に
使
っ
て
き
た
の
か
を
紹
介
し

ま
す
。

　

出
雲
地
方
最
古
の「
赤
」は
、
縄
文
後

期
初
頭（
約
４
５
０
０
年
前
）の
五ご

み
ょ
う
だ

明
田

遺
跡（
飯
石
郡
飯
南
町
）で
み
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
土
器
に
は
ベ
ン
ガ
ラ
が
塗
ら

れ
、
石い

し
う
す臼
と
石い
し
ぎ
ね杵
に
は
水
銀
朱
が
付
着

し
て
い
ま
し
た
。
出
雲
へ
は
ベ
ン
ガ
ラ

と
水
銀
朱
が
同
時
に
伝
わ
り
、
塗
料
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
ま

す
。

　

出
雲
市
内
最
古
は
、
縄
文
後
期
中
頃

（
約
３
５
０
０
年
前
）の
京
田
遺
跡（
出

雲
市
湖
陵
町
常
楽
寺
）で
す
。
ベ
ン
ガ

ラ
や
水
銀
朱
が
塗
ら
れ
た
土
器
や
石
器

が
出
土
し
、
最
新
の
分
析
か
ら
、
水
銀

朱
は
北
海
道
産
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

弥
生
後
期（
約
１
８
５
０
年
前
）に
築

造
さ
れ
た
「
初
代
出
雲
王
」
の
墓
、
西

谷
３
号
墓（
出
雲
市
大
津
町
）に
は
大
量

の
「
赤
」
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
３
号
墓

の
第
４
・
第
１
埋
葬
の
木
棺
内
に
は
、

中
国
産（
陝せ

ん
せ
い
し
ょ
う

西
省
）の
水
銀
朱
が
そ
れ
ぞ

れ
約
10
㎏
も
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

　

西
山
砂す

な
ほ保
は
天
明
元（
１
７
８
１
）

年
、
神
門
郡
荻お

ぎ
は
ら原
村（
今
の
出
雲
市
荻

杼
町
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。
砂
保
は
、

祖
父
や
父
が
医
術
を
な
り
わ
い
と
し
た

こ
と
も
あ
り
、医
学
の
道
を
志
し
ま
す
。

19
歳
の
と
き
、
京
都
で
漢
方
医
学
を
学

ん
だ
の
ち
、
和
歌
山
の
華は

な
お
か
せ
い
し
ゅ
う

岡
青
洲
に
入

門
し
ま
し
た
。
青
洲
は
世
界
で
初
め
て

の
全
身
麻
酔
手
術
に
成
功
し
た
医
者

で
、
砂
保
は
そ
の
技
術
を
得
て
、
出
雲

に
戻
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
44
歳
の
と
き

に
は
長
崎
の
シ
ー
ボ
ル
ト
に
入
門
し
て

西
洋
医
学
の
技
術
も
身
に
付
け
、翌
年
、

荻
原
村
で
医
館
を
開
業
し
ま
し
た
。
砂

保
の
も
と
に
は
各
地
か
ら
の
患
者
や
、

最
新
の
医
学
を
学
び
た
い
人
び
と
が
大

勢
訪
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
松
江

藩
で
最
も
知
ら
れ
た
医
者
と
な
っ
た
砂

保
は
天
保
10（
１
８
３
９
）年
、
そ
の
生

涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
没
後
１
８
０
年

を
迎
え
、
出
雲
が
生
ん
だ
近
代
医
学
の

先
駆
け
で
あ
る
西
山
砂
保
の
足
跡
を
紹

介
し
ま
す
。　
　
　
　
　

（
髙
橋　

周
）

　

１
９
４
４（
昭
和
19
）年
６
月
、
太
平

洋
戦
争
の
戦
況
悪
化
に
伴
い
、
政
府
は

大
都
市
に
あ
る
国
民
学
校
に
つい
て
、
学

童
の
集
団
疎そ

か
い開
を
実
施
す
る
決
定
を
し

ま
し
た
。
同
年
９
月
、
島
根
県
は
大
阪

市
西
区
の
学
童
約
３
０
０
０
人
の
疎
開
先

と
な
り
、
出
雲
市
で
も
１
５
０
０
人
を

超
え
る
学
童
を
受
け
入
れ
た
よ
う
で
す
。

　

疎
開
宿
舎
と
な
っ
た
の
は
出
雲
市
内
の

寺
院
や
旅
館
な
ど
で
、
神か

ん
ど門
寺（
出
雲
市

塩
冶
町
）は
大
阪
市
西
区
の
高た

か
き
や台
国
民
学

校
の
学
童
約
40
人
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
教
員
と
し
て
学
童
た
ち
と

生
活
を
共
に
し
た
の
が
、
鳥
取
県
出
身

の
故
・
岩
崎
希ま

れ
こ子
さ
ん
。
先
に
大
阪
に

帰
っ
た
卒
業
生
か
ら
岩
崎
さ
ん
へ
送
ら
れ

た
手
紙
19
点
を
、
当
館
で
保
管
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、「
空
襲
で
家

が
全
焼
し
て
父
親
が
焼
死
し
た
」
な
ど
、

大
阪
大
空
襲
の
惨
状
を
綴つ

づ
っ
た
も
の
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
ス
ポ
ッ
ト
展
で
は
、
こ
れ
ら
の

手
紙
を
は
じ
め
と
す
る
史
料
を
展
示
し

ま
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え

る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
三
原 

一
将
）

れ
ほ
ど
大
量
に
敷
か
れ
た
も
の
は
、
吉

備
の
楯た

て
つ
き
ふ
ん
き
ゅ
う
ぼ

築
墳
丘
墓
の
約
30
㎏
な
ど
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
弥
生
時
代
の
九
州

や
近
畿
に
は
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
木
棺

内
に
水
銀
朱
を
入
れ
る
風
習
は
山
陰
で

は
こ
の
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

埋
葬
施
設
の
上
か
ら
は
石
杵
や
３
３
０

個
体
を
超
え
る
土
器
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
に
も
水
銀
朱
が
塗
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
特
に
、
吉
備
の
特
殊
土
器

の
「
赤
」
が
水
銀
朱
で
あ
っ
た
こ
と
は

注
目
す
べ
き
点
で
す
。
貴
重
な
水
銀
朱

を
多
量
に
使
っ
て
い
る
状
況
は
、
出
雲

王
の
偉
力
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
示
で
は
さ
ら
に
、
弥
生
後
期
の

出
雲
で
行
わ
れ
た
水
銀
朱
を
使
っ
た
儀

礼
も
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
県
の

水
銀
朱
の
採
掘
道
具
や
香
川
県
の
色
調

整
の
道
具
も
展
示
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

縄
文
・
弥
生
時
代
の
「
赤
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
坂
本 
豊
治
）

８
月
28
日（
水
）～
11
月
25
日（
月
）

８
月
７
日（
水
）～
９
月
９
日（
月
）

好
評
開
催
中
～
８
月
26
日（
月
）

水銀朱が塗られた西谷３号墓土器
（島根大学考古学研究室蔵）
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好
評
開
催
中
～
９
月
30
日（
月
）

★
速
報
展

「
よ
み
が
え
る
鰐
淵
寺
の
建
造
物

―
釈
迦
堂
の
修
理
成
果
か
ら
―
」

日
が
沈
む
聖
地
出
雲
の
文
化
財

（
第
８
回
）

　

出
雲
市
別
所
町
に
所
在
す
る
鰐が
く
え
ん
じ

淵
寺

は
島
根
半
島（
北
山
）の
山
中
に
あ
っ

て
、
１
４
０
０
年
も
の
悠
久
の
歴
史
と

数
多
く
の
寺
宝
を
今
に
伝
え
る
天
台
宗

の
古こ

さ
つ刹
で
す
。
四
季
折
々
の
美
し
い
風

景
が
広
が
る
境
内
は
、
戦
国
時
代（
約

５
０
０
年
前
）
の
姿
を
色
濃
く
残
し
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
６（
平
成
28
）年
３
月
、
そ
の

歴
史
的
価
値
が
認
め
ら
れ
「
鰐
淵
寺
境

内
」
は
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
中
心
部
に
残
る
９
つ
の
建
造
物

の
う
ち
、
江
戸
時
代（
17
世
紀
）に
建
て

ら
れ
た
釈し

ゃ
か
ど
う

迦
堂
と
開か
い
さ
ん
ど
う

山
堂
は
、
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
２
０
１
６（
平

成
28
）年
度
か
ら
２
０
２
０（
令
和
２
）

年
度
ま
で
の
５
か
年
事
業
で
保
存
修
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
存
修
理
中
の
調
査
で
は
、
屋
根
を

剥は

い
だ
り
、
部
材
を
解
体
し
た
り
す
る

時
に
、
建
立
年
や
以
前
の
姿
を
示
す
痕

跡
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
指

定
文
化
財
の
修
理
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

う
し
た
調
査
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
以
前

の
姿
を
探
り
な
が
ら
よ
み
が
え
ら
せ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
使
え
る
部
材
は
極

　

日
本
遺
産
「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」

を
彩
る
構
成
文
化
財
紹
介
第
８
弾
！

　

今
回
は
、
日
御
碕
・
宇う

り
ゅ
う龍
地
区
の
構

成
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

①
宇
龍
の
ま
ち
な
み

　
『
出い

ず
も
の
く
に
ふ
ど
き

雲
国
風
土
記
』
に
、
大
型
船
が

停
泊
で
き
る
良
港
「
宇う

れ
ほ
の
う
ら

礼
保
浦
」
の
名

で
登
場
す
る
歴
史
あ
る
港
町
、
宇
龍
。

　

東
西
約
５
０
０
ｍ
の
小
さ
な
港
で
す

が
、
戦
国
時
代
に
は
山
陰
屈
指
の
貿
易

港
と
し
て
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
は
、

日
本
海
沿
岸
を
航
行
し
た
北き

た
ま
え
ぶ
ね

前
船
の
寄

港
地
と
し
て
栄
え
、
ま
ち
に
は
十
数
軒

の
船ふ

な
ど
ん
や

問
屋
が
軒
を
連
ね
ま
し
た
。
大
正

時
代
以
降
、
出
入
り
す
る
船
が
大
型
船

か
ら
小
型
の
漁
船
へ
と
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
現
在
は
、
夕
日
が
照
ら
す
静
か

な
水み

な
も面
が
美
し
い
、閑か
ん
せ
い静
な
港
町
で
す
。

②
権ご

ん
げ
ん
じ
ま

現
島（
熊く
ま
の
じ
ん
じ
ゃ

野
神
社
）

　

穏
や
か
な
宇
龍
港
の
中
央
に
は
権
現

島
が
浮
か
び
ま
す
。
島
に
は
日
御
碕
神

社
の
末
社
「
熊
野
神
社
」
が
鎮ち

ん
ざ座
し
、

イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
ほ
か
２
神
が
祀ま

つ

ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
島
を
舞
台
に
行
わ
れ
る
の
が
日

御
碕
神
社
の「
和め

か
り
し
ん
じ

布
刈
神
事
」で
す
。
社

伝
に
よ
る
と
、
成せ

い
む務
天
皇
６
年（
西
暦

力
残
し
、
腐
食
部
分
の
み
新
材
に
取
替

え
、
継
ぎ
足
す
こ
と
に
よ
っ
て
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
維
持
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
回
の
速
報
展
で
は
、２
０
１
８（
平

成
30
）年
度
に
終
了
し
た
釈
迦
堂
の
保

存
修
理
の
成
果
か
ら
、
解
体
中
に
明
ら

か
に
な
っ
た
、
か
つ
て
の
屋
根
の
葺ふ

き

方
や
、
建
立
年
代
を
示
す
墨ぼ

く
し
ょ書
、
蟇
か
え
る
ま
た股

の
法ほ

う
り
ん輪
に
残
る
金
箔
な
ど
、
新
た
な
発

見
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
修
理
工
事
の
解
体
か
ら
完
成

ま
で
の
経
過
を
写
真
に
よ
っ
て
解
説
す

る
ほ
か
、
境
内
に
僧
坊
が
多
数
立
ち
並

ん
で
い
た
頃
の
様
子
を
江
戸
時
代
や
明

治
時
代
の
境
内
図
で
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
大
梶 

智
徳
）

和布刈神事が行われる権現島

金
箔
が
残
る
蟇
股
の
法
輪

★
日
本
遺
産

１
４
３
年
と
伝
わ
る
）１
月
５
日
、
一

羽
の
ウ
ミ
ネ
コ
が
潮
の
し
た
た
る
和わ

か
め布

を
く
わ
え
、
日
御
碕
神
社
の
欄ら

ん
か
ん干
へ
３

度
も
か
け
て
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
不
思
議
に
思
っ
た
神
職
が
、
そ
の

和
布
を
神
前
に
供
え
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
故
事
に
ち
な
み
、
現
在
も
旧
暦
１

月
５
日
に
権
現
島
で
神
事
が
行
わ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

神
事
で
は
、
港
に
連
ね
た
船
を
橋
と

し
て
権
現
島
へ
渡
っ
た
神
職
が
、
初
物

の
和
布
を
刈
り
上
げ
ま
す
。
船
橋
を
渡

る
際
に
は
船
歌
が
歌
わ
れ
、
水
先
人
と

し
て
地
元
の
若
者
が
赤
い
下
帯
姿
で
奉

仕
す
る
の
が
恒
例
。
こ
の
神
事
が
終
わ

る
ま
で
は
、
日
御
碕
名
産
の
和
布
は
刈

る
こ
と
が
で
き
な
い
し
き
た
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
景
山 

こ
の
み
）
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★
展
示
の
ご
案
内

★
講
座
の
ご
案
内

▼
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　

職
員
リ
レ
ー
講
座

　

出
雲
の
文
化
財
や
歴
史
、
最
新
の
発

掘
成
果
に
つ
い
て
、
出
雲
市
文
化
財
課

の
職
員
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

８
月
３
日
（
土
）

「
解
説 

い
ず
も
の
登
録
文
化
財
」

　
【
講
師
】
景
山 

こ
の
み

８
月
24
日
（
土
）

「
出
雲
に
お
け
る

弥
生
・
古
墳
時
代
の
埋
葬
儀
礼
」

　
【
講
師
】
坂
本 

豊
治

▼
館
長
講
座

　

今
回
は
「
モ
ノ
か
ら
歴
史
を
ひ
も
解

く
」
シ
リ
ー
ズ
を
お
送
り
し
ま
す
。

９
月
28
日
（
土
）

「
戦
争
記
念
物
か
ら

出
雲
の
近
代
史
を
ひ
も
解
く
」

　
【
講
師
】
花
谷　

浩

　
　
　
　
　
　
　

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も

　
●

時　

間　

14
時
～
16
時

　
●

受
講
料　

各
回
３
０
０
円

　
●

定　

員　

80
名

※�

講
座
の
受
講
に
は
、
事
前
申
込
み
が

必
要
で
す
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
博
物

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
夏
季
企
画
展

　

７
月
13
日
（
土
）
～
９
月
30
日
（
月
）

　
「
出
雲
の
発
掘
３
５
０
年
史

―
江
戸
～
平
成　

発
見
の
歴
史
―
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

７
月
27
日
（
土
）
、
９
月
７
日
（
土
）

　

い
ず
れ
も
10
時
～

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

好
評
開
催
中
～
８
月
26
日
（
月
）

　
「
出
雲
の
赤―

縄
文
・
弥
生
時
代
編
―
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

７
月
21
日
（
日
）
、
８
月
18
日
（
日
）

　

い
ず
れ
も
10
時
～

▼
速
報
展

　

好
評
開
催
中
～
９
月
30
日
（
月
）

　
「
よ
み
が
え
る
鰐
淵
寺
の
建
造
物

―
釈
迦
堂
の
修
理
成
果
か
ら
―
」

▼
ス
ポ
ッ
ト
展

　

８
月
７
日
（
水
）
～
９
月
９
日
（
月
）

　
「
い
つ
ま
で
も
戦
後
で

　
　
　
　
　

あ
り
た
い
２
０
１
９
」

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

８
月
28
日
（
水
）
～
11
月
25
日
（
月
）

　
「
没
後
１
８
０
年　

西
山
砂
保

―
出
雲
の
近
代
医
学
の
先
駆
け
―（
仮
）」

※�

右
の
展
示
は
、
い
ず
れ
も
観
覧
料
、

参
加
料
と
も
に
無
料
で
す
。

　

岡
山
県
津
山
市
に
桜
で
有
名
な
津
山

城
跡
が
あ
る
。そ
の
大
手
道
を
は
さ
ん
で

風
変
わ
り
な
博
物
館
が
２
つ
並
ん
で
い
る
。

　

一
つ
は
森
本
慶
三
記
念
館
、
旧
津
山

基
督
教
図
書
館
の
建
物（
１
９
２
６
年
竣

工
）に
開
設
さ
れ
た
歴
史
民
俗
館
だ
。第

１
室
に
は
津
山
城
下
町
の
豪
商「
錦に

し
き
や屋
」

の
店
先
が
再
現
さ
れ
る
。
第
２
室
は
も

と
礼
拝
室
で
、津
山
基き

り
す
と督
教
会
の
蔵
書

な
ど
が
並
べ
て
あ
る
。
不
思
議
な
組
み

合
わ
せ
と
思
い
き
や
、津
山
で
教
会
を
立

ち
上
げ
こ
の
建
物
を
建
て
た
人
物
が
、元

「
錦
屋
」店
主
の
森
本
慶
三（
１
８
７
５

―
１
９
６
４
）だ
か
ら
無
理
も
な
い
。

　

展
示
説
明
に
よ
る
と
、森
本
家
は
多た

だ田

源げ
ん
じ氏
の
流
れ
を
汲
み
、１
５
８
６
年
、加

藤
清
正
に
従
い
肥
後
熊
本
入
り
し
た
森

本
儀
太
夫
一
久
と
右
近
太
夫
一
房
は
、こ

の
家
の
先
祖
と
い
う
。「
森
本
右
近
太

夫
」の
名
に
は
聞
き
覚
え
が
、い
や
、見
覚

え
が
あ
っ
た
。

　

戦
国
時
代
、対
外
貿
易
の
た
め
東
南

ア
ジ
ア
各
地
を
日
本
人
が
行
き
来
し
て

い
た
こ
ろ
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
・

ワ
ッ
ト
は
、釈
迦
が
開
い
た
祇ぎ

お
ん
し
ょ
う
じ
ゃ

園
精
舎

の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
森
本

右
近
太
夫
も
そ
れ
を
信
じ
て
、
寛
永
９

（
１
６
３
２
）年
正
月
に
こ
こ
を
訪
問
し
、

４
体
の
仏
像
を
奉
っ
て
父
母
や
先
祖
の
安

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

寧
と
菩
提
を
祈
る
一
文
を
書
き
つ
け
た
。

こ
の
墨
書
を
調
査
し
た
。
20
年
前
の
記

憶
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
、つ
や
ま
自
然
の
ふ
し
ぎ

館
は
、教
会
図
書
館
附
属
の
寄
宿
舎
を

改
装
し
た「
津
山
科
学
教
育
博
物
館
」

（
１
９
６
３
年
開
館
）に
始
ま
る
。こ
れ

も
森
本
慶
三
が
、内
村
鑑
三
の「
汝
の
財

産
を
神
に
献
げ
よ
」と
い
う
言
葉
に
従
っ

て
創
設
し
た
施
設
だ
。２
万
点
を
越
え

る
動
物
剥
製
や
鉱
物
標
本
な
ど
の
展
示

は
圧
巻
。
そ
し
て
、第
２
室「
人
体
の
神

秘
」の
展
示
物
に
は
、遺
言
に
よ
って
標
本

と
さ
れ
た
森
本
本
人
の
臓
器
が
含
ま
れ

る
。こ
れ
に
は
仰
天
。医
学
系
博
物
館
以

外
で
の
臓
器
展
示
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

　

先
人
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
博
物
館
に

は
ふ
し
ぎ
な
魅
力
が
あ
っ
た
。（

花
谷　

浩
）


